
 

 

 

 

 

佐賀県学習状況調査の結果                                                       

 昨年の 11月 30日と 12月 1日に「佐賀県学習状況調査」と呼ばれ

る 5教科のテストを 1年生および 2年生で実施しました。このテス

トには、県下すべての中学生が挑戦しています。一人ひとりの学力

（学習指導要領の内容や領域等の定着）をこのテストだけで計るこ

とは難しいことかもしれませんが、正答率から分かる理解度や教

科・単元ごとの得意不得意を知る上では参考になります。生徒に

は、結果が示された個々の成績表を配布しますので、ご活用くださ

い。また、指導する教員は、誤答を分析したり、県内の中学生の傾

向と比較検討したりすることで、これからの指導方法の改善につな

げていきます。 

ここでは 1年生、2年生の学年全体の結果を分析した評価や傾向をいくつか紹介します。また、それに対

する【家庭でもできるワンポイント強化策】を裏面に載せておりますので、取り組んでいただけると幸いで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3年生は、4月に「全国学習状況調査」として『国語・数学・理科』の 3教科で行いました。 
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学校教育目標「夢に向かう颯爽とした生徒の育成」 

校訓 今日の一日に最善を尽くそう  

No19  令和 5年 1月 27日 

文責 指導教諭 矢川 範昭 

嬉野中学校便り 

颯爽 

① 教科ごとに県正答率と比較して見ると・・・ 

1年生は、5教科中 4教科で県正答率を上回っています。2年生は 5教科中 2教科で県正答率を上回

っています。その他の教科については、県の正答率とほぼ同等です。1年生、2年生ともに共通してい

るのは、「数学」において県正答率を大きく上回っている点です。 

② 観点別正答率を県正答率と比較して見ると・・・ 

1年生は、「国語」と「数学」において『思考・判断・表現』を問う問題で、やや落ち込みが見られ

ます。2年生は、「国語」「社会」「理科」「英語」において『思考・判断・表現』を問う問題でやや落

ち込みが見られ、「社会」は『知識・理解』にも課題が見られます。 

③ 問題形式で見ると・・・ 

解答の仕方は、「選択式」「短答式」「記述式」の３つに分類されますが、「短答式」と「記述式」の問

題形式を苦手とする傾向があります。特に「記述式」に関しては、1年生、2 年生ともに 5教科全てに

おいて落ち込みが見られ、はっきりとした苦手傾向があります。 

①②③から総合的に評価すると・・・ 

『ある事象に対して、自分なりの考えを文章で表現する』ということに力不足を感じます。今後、意識

して強化していくことが必要な課題だと捉えています。そこで【家庭でもできるワンポイント強化策】

として裏面に紹介しましたので、取り組んでみてはいかがでしょうか。もちろん 1、2回やった程度では

効果は期待できませんので、継続して取り組まれてみてください。 



【新聞コラムの 1分感想】 

佐賀新聞には『有明抄』、西日本新聞には『春秋』、読売新聞には『編集手

帳』、毎日新聞には『余録』、朝日新聞には『天声人語』といったコラムが掲載さ

れています。3分以内で読み終える文量です。このコラムを読み終えた後に、自

分の感想を 1分間で話したり、3分間で文章に表現したりすると良いと思いま

す。新聞を取っていなくても、スマホやタブレット端末で検索すれば過去のコラ

ムを無料（一部は有料ですが…）で閲覧できます。 

また、ノーデジタルデーの日に家族で取り組み、発表し合うなどのことを行え

ば、家族のふれあいの場にもなりそうです。 

 

【テレビでいきなり問答】 

 １日の中で、家族と一緒にテレビの前にいる時間は、ほぼ毎日あるのではな

いでしょうか。家族がそろわなくてもお子さんと一緒にテレビを見ているとき

に、ふと質問をしてみましょう。例えば「（見ているテレビに対して）このこと

について、どう思う？」とか「あなただったらどうする？（どう考える？）」等

です。まずは事象に対して考える機会を作ってみてください。それに対してす

ぐ返答ができなくても構いません。繰り返し行うことで自分なりの考えを発言

できるようになります。返答ができるようになれば、それに被せた発問をした

らさらに効果的です。普段の生活の中に、ひとつの刺激を取り入れてみてはど

うでしょうか。テレビの題材としては「ニュース」が行いやすいと思います。 
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※「颯爽」第 18 号 返信欄より お忙しい中、いつも温かい返信ありがとうございます。 

○「人事を尽くして天命を待つ」私の好きな言葉です。子どもたちにも目標に向かい、意志をもって毎日を送っ

てほしいです。 

○1 年間あっという間でした。4 月からは 1 年生のお手本となれるように、困っているときには声かけなどをし

てほしいです。                                    (1 年生保護者) 

○今年は 3 年生になります。受験に挑む先輩方の背中を見て、次の自分の姿を感じてほしいです。 

○新生徒会のスローガンはとてもいいですね。新 3 年生に期待しています。そして自らの意志をもって、最高学

年を頑張ってほしいと思います。                            (2 年生保護者) 

○いよいよ新しい生徒会が始まったようですね。3 年生もいよいよラストスパート。1、2 年生と過ごせる 2 ヶ月

あまりを存分に楽しんでもらいたいです。新生徒会も楽しみです。              

○「和気合愛」すばらしいスローガンですね。嬉中にふさわしい温かく美しい言葉だと思います。年頭所感もと

ても良かったと感動しておりました。                          （3 年生保護者） 

   

主な表彰（1月 31日現在）  

○第 41回全国中学生人権作文コンテスト佐賀県大会 武雄人権擁護委員協議会長賞 3年 伊東 怜 

○第 72回社会を明るくする運動作文コンテスト 優秀賞 3年 中山 蒼衣 

○令和 4年度九州選抜強化錬成大会 第 2位 ソフトテニス(鹿嬉藤選抜) 2年 大西 智歩  上野 莉菜 


